
 

 

２０１９年度 3年次（４２期生） 国家試験対策   

副主任：麻生  担任：廣保  

目標：3年次までの専門基礎分野・専門分野の知識を身につける 

細目標 内容 

1．模擬試験でクラスの総合

偏差値が 50 以上となる。 

 

 

 

 

 

 

1）必修問題 

  ①高正答率問題を毎日 5 問ずつ解く 

     4／8～6／25 まで（47 日間） 

     8／19～11／1 まで（47 日間） 

 

2）長期休暇に課題を行う 

  ①ゴールデンウイーク課題 

   ・パスノートの穴埋めを行う 

人体の構造と機能 

   ・高正答率問題の復習ノート（75 問） 

  ②夏季休業 

   ・模擬試験見直し（第 1 回目） 

   ・高正答率問題の復習ノート（160 問） 

  ③冬期休業 

   ・模擬試験見直し（第 2 回目） 

 

3）科目試験の見直しを行う。 

 

4）国家試験問題集（必修問題）を解く。 

  医学書院の必修問題集を 1 周行う（9 月末までに） 

  ・月課題で学習し、問題集と学習したものを提出。まずは解く。 

   6 月・・目標Ⅳ 

   7 月・・目標Ⅲ 

   8 月・・目標Ⅱ 

   9 月・・目標Ⅰ 

 

5）模擬試験を行う 

  ・学研「基礎学力ＵＰチャレンジテスト（100 分×2 回セット）」 

     4／25 自治総会後        2 回で 3,000 円 

     12／19 1 限目 

  ・メディックメディア「必修模試」1,500 円 

     3／6 午前中 



2．日常生活援助実習に関す

る学習を通して、看護師

国家試験の必修問題、基

礎看護学、状況設定問題

を解く力をつける。 

1）疾患学習 

  1 グループ 4～5 人編成 

  4 疾患（糖尿病、肺がん、心不全、脳梗塞）について発表し合う 

  ①グループ内で担当の疾患を決め、担当疾患の個人学習 

  ②担当が同じ疾患が集まり、情報交換を行う 

  ③疾患の学習を深め、グループ内で発表する 

    6／21、7／1、9、16 テスト後、脳ナビ 2 回（6，7 月） 

  ④質問も含めて内容を深める 

  ⑤クラス内、他学年にも見てもらい、どの内容が分かりやすいか投票

してもらう（夏休み明け） 

2）日常生活援助実習に向けて手順と根拠を確認しながら、看護技術（日

常生活援助技術）の練習を行う。 

  2 年生にアドバイスを行いながら技術の実施を行う 

3．学習意欲が維持できる。 1）学習支援を行う。 

  ①適宜面接を行う 

  ②学習支援者（2 年次の模擬試験偏差値 40 未満の学生を中心に）に

夏期、冬期休暇中学習会を行う 

  ③自由参加学習会（１～２回／月） 

 

 

 

 

 

 

 


